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国際高等研究所は、「人類の未来と幸福のために何を研究すべきか」

を研究することを基本理念として、新たな学問の創造・進展を目指す

「課題探索型」の基礎研究を行っています。

すなわち、人類の未来と幸福にとって不可欠な課題を発掘し、その問

題解決に向かっての研究戦略を展開する中で、学術研究における新しい

研究の萌芽、或いは新たな学問の立ち上げにより広く世界文化の発展に

寄与することを目的としています。
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◎IIAS フェロー公開講演会開催報告

・「美しいノイズー数学をもっと身近に─」：飛田　武幸（名古屋大学名誉教授）

・「インフォームド・コンセントとは─賢い患者になるために─」：星野　一正（京都大学名誉教授）

◎若手研究者の部屋から　

・「数学と研究交流について」：浅井　暢宏（IIAS特別研究員）

◎掲示板：今後の予定

「美しいノイズ

ー数学をもっと身近にー」

飛田　武幸（ひだ・たけゆき）

名古屋大学名誉教授

専門：関数解析学
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◎IIAS フェロー公開講演会開催報告

I I A Sフェローだった飛田武幸・名古屋大学名誉教授の公開講演会が6月1 0日に、高等研レクチャーホールで

開かれた。「美しいノイズ－もっと数学を身近に－」をテーマに、一見、じゃまに思えるノイズも現代数学に

よって科学の進歩に重要な役目を果たすようになってきたことを、身近な現象から分かりやすく説明した。

算数や数学は難しいといわれているが、現代数学

は身近な興味深い現象を数学的な手法で解決するこ

とによって、ブレークスルーしてきている。そして、

数学的にも注目されているのがノイズだ。

ノイズ研究は、コップの水の中に入れた花粉など

細かな粒子が不規則に動き回る「ゆらぎ」といわれ

る運動の観察から始まっている。花粉の動きは全体

として見ると、まったく関係なく不規則に動き回っ

ているように見える。ところが、一つの花粉に注目

して観察していると、ある規則性をもって動いてい

ることが分かる。

その規則性というのは、一つの花粉はできる限り、

広い領域を動き回ろうとしている。これは、花粉同

士のぶつかり合いが原因で起こっている。この運動

は1 8 2 7年に発見され、発見者、R o b e r t B r o w nの名

をとって、ブラウン運動と名付けられている。

1 9 0 5年には、アインシュタインが初めてブラウン

運動を数学研究の対象とした。そして、ブラウン運

動の粒子の分布状態を数学的に解析して「ガウス型」

分布ということを発見し、熱伝導を理論的に説明す

る式をも導き出している。ブラウン運動から始まっ

たノイズ研究は、数学だけでなく、物理はもちろん、

生物や経済などの分野においても研究対象とされる

ようになった。特に、数学の分野では現代数学の先

端を担う研究となっている。

1 9 8 0年代の始めころから話題になってきた｢複雑

系｣もノイズの研究がもとになっている。その研究

の中心となっているのが、ホワイトノイズと呼ばれ
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るノイズだ。

ホワイトノイズの身近な例を挙げると、テレビ放

送終了後の画面に現れる「ザーッ」と音のする白い

画面。白い画面を見ていると、小さな粒子がまった

く不規則に運動しているように見えるが、実はこの

粒子もブラウン運動をしており、ある規則性をもっ

て動いていることが分かってきた。

ホワイトノイズの解析から、このノイズにはあら

ゆる周波数が一様に含まれており、その振幅はラン

ダムだが、ゆらぎは整然とした一様性、対称性など

の性質を持っており、とても｢美しいノイズ｣である

ことが分かってきた。

高等研では飛田名誉教授とプリンストン高等研究

所のF .ダイソン教授と共同で、1 9 9 1年から「ゆらぎ」

｢ノイズ｣についての研究が進められ、ホワイトノイ

ズやその解析技術をどのように利用できるのかも具

体的になってきた。

応用できる具体例としては、天気予報や太陽の黒

点の動きの解析、雑音の混じった信号の解析や生物

の生体機能の分析などにも利用できる。さらに、天

体観測衛星から送られてくるＸ線信号の分析にも威

力を発揮している。また、将来的には医療技術面で、

画像診断などの際のデータ分析にも応用ができるの

ではないかと考えられている。

このように、コップの水の中の花粉の運動という

身近な現象の研究が数学だけでなく、あらゆる科学

において重要な役割を果たしてきた。現代の科学は

決して手の届かないところになるのではなく、身近

な現象の中にある。 （文責・事務局）

「インフォームド・コンセントとは

ー賢い患者になるためにー」

星野　一正（ほしの・かずまさ）

京都大学名誉教授

専門：臨床医学・基礎医学・生命倫理学

日本でインフォームド・コンセント（以下I C）と

いう言葉はよく、聞かれるようになったが、医師も

患者も本当に理解しているとは言いがたい状況だ。

I Cに似た法理は、2 0世紀当初から米国での医療過

誤裁判の判決で使われてきた。医療行為はすべてに

おいて、医学的な侵襲があり、リスクもあるだけに、

患者にそのリスクについても話して、その医療行為

に関して患者の自発的な同意がない限り、医師は行

ってはならない。同意がなく行った場合には、暴行

の罪が判決される。この時点ではまだ、I Cという言

葉は使われていない。

1 9 5 7年になって、カリフォルニア州であった「サ

ルゴ裁判」という医療過誤裁判で、医療行為のリス

クを十分に説明して、患者の同意を得ることを初め

てI Cという言葉で表した。さらに、1 9 6 0年には別の

医療過誤裁判で、I Cの定義が厳密になった。医療行

為のどこに、どのようなリスクがふくまれているか

の内容をオープンにし、患者が十二分に納得して、

同意しないと、その医療行為は暴行という犯罪にな

るというものだ。

このように、I Cは医療過誤裁判と密接に関係しな

がら成立してきたという歴史がある。

また、米国では1 9 5 9年から消費者運動が盛んにな

り、消費者の人権が重視され、医療の現場でも患者

の人権を大切にしないといけないという運動が起こ

り、裁判ではICがより一層重要になった。

そして、1 9 6 0年代の初めには患者の人権運動が始

まって「患者中心の医療」が求められ、1 9 7 1年には

「バイオエシックス」（生命倫理）と名付けられた。

その後、一般の病院でもI Cと患者の人権をわかりや

すく説明する努力が始まり、たとえば米国病院協会

は1 9 7 3年に「患者の権利の章典」を作成して、全病

院に配布した。

ところが、日本では1 9 8 0年代に入ってもI Cもバイ

オエシックスという言葉もほとんど知られていなか

った。それだけに、2 0年以上たっても、いまだに、

「患者の権利」や「患者中心の医療」という考えか

たが定着していない。

高等研のI I A Sフェロー公開講演会が6月2 4日にレクチャーホールで開かれた。星野一正・京都大学名誉教授が

「インフォームド・コンセントとは－賢い患者になるために－」と題して講演。患者にとって最良の医療が行われ

る前提は、きちんとしたインフォームド・コンセントがなされることだとした。
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しかし、最近、医療ミスや医療過誤の問題がクロ

ーズアップされ、患者の人権や生命倫理に関しても

関心が高まってきている。そして、「患者が自分の

命を自分で守る」ためにはI Cが大切で、I Cを定着さ

せるためにも、賢い患者にならないといけない。

いまでも日本では、医者の独善的権威的態度（パ

ターナリズム）が通用しているが、I Cや生命倫理に

反している。医者は患者に、病状を詳しく説明し、

患者のクオリティ・オブ・ライフ（Q O L）を考えた

治療法をいくつか提示して、患者が納得のいく医療

を選択する権利を保証しなければいけない。

患者も医者の説明に納得がいかなかったら、「も

う一度わかりやすく説明して」と、要求し、さらに、

それでも満足ができなかったら、セカンドオピニオ

ン、つまり、他の医者にかかることだ。治療の途中

であっても、納得がいかなかったら、セカンドオピ

ニオンを求めるべきだ。それが賢い患者になる第一

歩だ。

医者の側もパターナリズムから脱却して、患者の

ためにセカンドオピニオンを積極的に勧めることが

重要だ。それを実現するのためにも、I Cの定着が不

可欠だ。 （文責・事務局）

◎若手研究者の部屋から

日ごろ、専門は「数学」ですと言うと、「数学っ

て研究することがあるの？」、「毎日計算ばかりで

頭がおかしくなりませんか？」という質問を受け

ることがたびたびである。あらかじめ「問題と答

え」がセットで用意されているかのような印象を

持たれているのだ。いかなる分野でも共通して言

えることであろうが、問題を作ることから研究は

始まる。同時にその問題の位置付けも考える。「こ

の段階でセンスが問われる」というのは恩師の口

癖である。既知の結果についてもより踏み込んだ

性質を調べたり、ある基準のもとで分類を行った

りもする。また、他分野で行われている形式的計

算に対して数学的な裏付けを与えることもある。

逆に、極めて抽象的な数学で一見役に立ちそうも

無い理論が、他分野の発展に多大な影響を与える

こともある。数学にはやることが山ほどあるし、

決して数学＝計算ではないのだ。

研究を行う上でもう一つ重要なことは、異分野

研究者達とのディスカッションである。たいてい

の場合、私自身の勉強不足や、言葉遣いの違い、

興味・視点の違いなどの理由により、相互理解に

は様々な困難が伴う。また、専門とする研究の周

辺状況を噛み砕いて他の研究者に説明する必要も

あり、私自身相当の訓練を必要とする。であるか

ら当然、1 0 0パーセント理解していただくのではな

く、とりあえず分かるところだけ、あるいは基本

的なアイディアだけ頭の片隅に置いておいていた

だき、それ以外のところは勘弁していただくこと

になる。このようなことを日常的に続けていると、

私の中で断片的に蓄積されていた他分野に関する

情報が少しずつ体系化されてくる。詳細は必要な

ときに自分で文献にあたるなり、考えるなりすれ

ば良い。日常的にこのようなコミュニティーに身

を置き、情報交換をしていれば、自分自身の研究

に新しいアイディアを提供してくれる可能性を秘

めている。また、彼らとの共同研究に発展し、新

しい研究の流れが生み出されることもあるのでは

なかろうか。このような意味で、ここ高等研での

課題研究Ｂプロジェクト「量子解析と量子情報論

の数理」のコアメンバーとして参加できることは、

私にとって実り多いものと期待している。

学部生のころから理想として描いていた学際的

研究環境が、ここ国際高等研究所にはある。この

ような機会を与えていただいたことに感謝すると

同時に、関係者の方々のご指導をいただきながら、

高等研の研究環境の整備にも微力を尽くしたいと

思っている。

「数学と研究交流について」

浅井暢宏（あさい・のぶひろ）

国際高等研究所特別研究員　　専門：無限次元解析学（数学）
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